
令和７年度第１回港区住宅確保要配慮者居住支援協議会 
議事要旨 

 

 

 

１ 会議概要 

日 時：令和８年３月 24 日（火）15 時～16 時 

場 所：港区役所 

出席者：学識経験者、不動産関係団体、社会福祉協議会及び区関係職員等 

 

２ 主な議題と議論内容 

（１）令和７年度に実施した民間賃貸住宅入居支援事業について報告を行いました。

主な内容は次のとおりです。 

  高齢者民間賃貸住宅入居支援事業の住宅課への移管及び支援対象の拡大に

ついて報告しました。 

  民間賃貸住宅入居支援事業及び居住支援法人による支援の実施状況につい

て報告しました。 

  希望条件と住宅市場とのミスマッチの状況について説明しました。 

  家主あんしんサポート保険の利用状況について報告しました。 

 

（２）住宅セーフティネット制度について 

住宅セーフティネット法改正に伴う制度の動向について説明を行いました。 

  居住支援法人による残置物処理等の支援に関する制度改正について情報共

有を行いました。 

  見守りや生活支援と住宅を一体的に提供する居住サポート住宅について説

明しました。 

 

（３）意見交換 

   住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な入居支援に向け、次の事項につ

いて意見交換を行いました。 

  民間賃貸住宅入居支援事業については、成約件数のみで評価することは難

しく、相談者の住まいの確保に向けた支援の過程も重要であることを共有

しました。 

  相談者の希望と住宅市場の状況との調整が課題であることを共有しまし

た。 

  住宅確保要配慮者の円滑な入居支援に当たっては、支援体制の充実だけで

なく、相談者自身の理解や協力も重要であることを確認しました。 


